
発行 2024-006
開催日

開催時間
天候 晴れ
参加 26 名（指導員含）
主催 西三河自然観察会

担当 馬場、武田、石黒

ホトトギス（杜鵑）

（日） 深まる秋を楽しもう　くらがり渓谷で

あっ…白熊！（ﾊｸﾞﾏ） お待ちしていま～す。
作成 １０/３０　石黒

次回開催： 11月10日

テーマ　：

9:00～15:0０
10/13(日)

概 況 ： 青空の広がる秋らしい天気となり多くの来訪者がある。観察会へも３ｸﾞ
ﾙｰﾌﾟのお子さん連れの参加があり子供達の声で賑やかな観察会となった。夏の猛
暑の影響か今月も花期にずれが見られる。ようやくﾎﾄﾄｷﾞｽが盛りを迎えた様で多く
の花に出会えたが葉を枯らしたり食べられたりと痛々しい姿のものが多い。例年で
あればｳﾁﾜﾀﾞｲﾓﾝｼﾞｿｳの見頃のはずだが蕾は未だ固い。今日のﾃｰﾏ「あっ…千
振！」 ｾﾝﾌﾞﾘは千回振りだし（煎じると同意）ても苦いという胃腸に効く生薬の一つ
である。胃腸薬の成分を確認するとｹﾞﾝﾁｱﾅと表記されている物が苦い成分でﾘﾝﾄﾞ
ｳ科（Gentianaceae）が使われている事が確認できる。こちらも蕾は固いようでもう少
し先の様子であるが葉を見るとつい齧りたくなってしまうのが毎度の事である。他の
ﾘﾝﾄﾞｳの仲間はと探すがｱｹﾎﾞﾉｿｳもﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳも見られない。ｷｸの仲間も数が少なく、
一月遅くれの「あっ…杜鵑」といった観察会となった。

あっ…千振！（ｾﾝﾌﾞﾘ） 蕾でした

小部屋（Mushroom） フクロキクラゲ
情報の少ないきのこです。食毒の有無や生態など詳しことは分かりません。ｼﾞｭｽﾞﾀﾝｼｷﾝ属であまり聞

かないものです。ただ、珍しくはなく、くらがり渓谷の暖温帯や段戸裏谷のﾌﾞﾅ帯でも見られます。広葉樹

の倒木に生え、他のきのこと共生しているようです。よく見ると袋状で名の由来かもしれません。茶色が

成菌（大人）で、薄い黄色が幼菌（子供）の様です（多分）。ところで今日の観察会に６名の子供さんが参

加してくれました。各々、きのこやら小動物や植物をたくさん探してくれました。「なんでも知りたい・ｴﾈﾙ

ｷﾞｰ」に圧倒され、課題の解明を進めるﾊﾟﾜｰを感じました。この子らの行動力に期待し、不明種のきのこ

も一部掲載しました。よろしくお願いします。 （ｷﾉｺの写真は馬場さん提供）

写真左上から（科名省略しました） ： ﾎﾄﾄｷﾞｽ、ﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ、ｽｽﾞｶｱｻﾞﾐ、ﾉｺﾝｷﾞｸ、ｾｷﾔﾉｱｷﾁｮｳｼﾞ、ｲﾇｺｳｼﾞｭ、ｱｹﾎﾞﾉｼｭｽﾗﾝ、ｳﾁ
ﾜﾀﾞｲﾓﾝｼﾞｿｳ、ﾐｽﾞﾋｷとﾊﾅﾀﾃﾞ、ｸｻｱｼﾞｻｲ その他観察できたもの ： ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ、ﾊｼｶｸﾞｻ、ｵﾆﾙﾘｿｳ、ｱｷﾉﾀﾑﾗｿｳ、ﾏﾂ
ｶｾﾞｿｳ、ﾕｸﾉｷ実、ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ実、ｽﾙｶﾞﾃﾝﾅﾝｼｮｳ実 野鳥他 ： ｶﾜｶﾞﾗｽ、ｱｻｷﾞﾏﾀﾞﾗ、ｼﾞﾑｸﾞﾘ

他に見られたきのこ ： ｳｽﾋﾗﾀｹ､ｼｭｲﾛｶﾞｻ､ﾋﾅﾉﾋｶﾞｻ､ｺﾉﾊｼﾒｼﾞ､ﾆｵｲｶﾚﾊﾞ､ﾄﾞｸｶﾚﾊﾞﾀｹ(仮称)､ﾋｶｹﾞｵﾁｴﾀﾞﾀｹ､ﾏﾀﾞﾗﾎｳﾗｲ
ﾀｹ､ｸﾘｲﾛﾑｸｴﾀｹ､ ﾅﾗﾀｹ､ﾑｻｻﾋﾞﾀｹ､ｾﾝﾎﾞﾝｲﾁﾒｶﾞｻ､ﾆｶﾞｸﾘﾀｹ､ｷｲﾎﾞｶｻﾀｹ､ﾆｶﾞｲｸﾞﾁﾓﾄﾞｷ､ｺﾁｬﾀﾞｲｺﾞｹ､ｴﾘﾏｷﾂﾁｸﾞﾘ､ﾓﾐｼﾞｳﾛｺ
ﾀｹ､ﾁｬｳﾛｺﾀｹ､ﾂﾔｳﾁﾜﾀｹ､ｴﾋﾞｳﾗﾀｹ､ｶｲｶﾞﾗﾀｹ､ﾆｸｳｽﾊﾞﾀｹ､ﾊｶﾜﾗﾀｹ､ｼｯｸｲﾀｹ､ｶﾜﾗﾀｹ､ｷﾇﾊﾀﾞﾀｹﾓﾄﾞｷ､ﾈﾝﾄﾞﾀｹ､ﾀﾞｲﾀﾞｲﾀｹ､ｵ
ｵﾐﾉｺﾌｷﾀｹ､ﾎｳﾛｸﾀｹ､ﾏｺﾞｼﾞｬｸｼ､ﾚﾝｶﾞﾀｹ､ﾂﾉﾌﾉﾘﾀｹ､ｸﾛﾗｯﾊﾟﾀｹ､ﾍﾞﾆﾁｬﾜﾝﾀｹﾓﾄﾞｷ､ﾆｾｷﾝｶｸｱｶﾋﾞｮｳﾀｹ､ﾓｴｷﾞﾋﾞｮｳﾀｹ､ﾁｬｺﾌﾞ
ﾀｹ､ｶﾒﾑｼﾀｹ､ﾊﾅｻﾅｷﾞﾀｹ

写真左上から ： （科名省略しました） ﾌｸﾛｷｸﾗｹﾞ､ﾊﾀｹｼﾒｼﾞ、

ｶﾊﾞｲﾛｵｵﾎｳﾗｲﾀｹ、ﾁｼｵﾀｹ、ｱｵｿﾞﾒﾀｹ、ｵｼﾛｲﾀｹ、ｶﾜｳｿﾀｹ、

ﾐﾉﾀｹ、ﾏｽﾀｹ、ｶｴﾝﾀｹ、ｷﾂﾈﾉｶﾗｶｻ（属不明種）、ｲｯﾎﾟﾝｼﾒｼﾞ

ﾀｹ（属不明種）


